
１６Kami１７ Kami

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ

１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

１本でも持ってきていただければ、買い取りも行います。
足場丸太が不足しています。出材をよろしくお願いします。
（足場丸太　末口 ４.５cm　元 １１.５cm の５.１～６.１m）
なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】 物部森林組合ストックヤード
　　　　　　　 （香美市物部町中谷川314）☎５７－３５４０  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種
径　級

スギ（円／㎥）
曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

入荷量１０００㎥。スギ・ヒノキ共に横ばいで、元類は

良材以外は売りにくい。伐採後は早めの出荷を。平均

単価はスギ１０，１８０円/㎥、ヒノキ１２，７００円/㎥。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 ６月８日 第２4６回市 

１０，０００

　９，５００

１１，０００

１５，５００

１５，５００

　９，０００

９，０００

１４，０００

１５，０００

１４，０００

８，５００

１９，０００

１０，０００

１３，０００

１９，０００

１７，０００

１７，０００

　９，０００

１１，０００

１６，０００

１６，０００

１７，０００

１３，０００

２４，０００

　
８，０００

　８，６００

１２，５００

１３，０００

　５，０００

　９，５００

１３，０００

１２，０００

６，０００

１７，０００

　
１０，０００

１４，０００

１４，０００

１５，０００

　

９，０００

１２，５００

１３，０００

１５，５００

７，５００

２１，０００

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

平成２７年６月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２７，０２３人 男 １２，６５４人 女 １４，３６９人

前月比 

山田 香北 物部２０，１６８人

前月比 

世帯数 １２，９４６世帯 出生

死亡

４，７４５人

－３４人

－８人

－８世帯

－２０人 －６人

－１２人 －２２人

５ 月
届 出

１５人

３２人

２，１１０人

転入

転出

３１世帯

３０世帯
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れ
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掲
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。
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